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二
〇
一
〇
年
度
エ
ン
・
ゲ
ヴ
遺
跡（
イ
ス
ラ
エ
ル
）に
お
け
る
発
掘
調
査

杉

本

智

俊

間

舎

裕

生

１
�
は
じ
め
に

慶
應
義
塾
大
学
イ
ス
ラ
エ
ル
考
古
学
調
査
団
（
団
長

杉
本
智

俊
）
は
、
二
〇
一
〇
年
八
月
二
日
か
ら
二
五
日
ま
で
、
イ
ス
ラ
エ

ル
国
エ
ン
・
ゲ
ヴ
遺
跡
に
お
い
て
考
古
学
的
発
掘
調
査
を
行
っ
た
。

本
報
告
は
、
慶
應
義
塾
大
学
次
世
代
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
よ
る
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

エ
ン
・
ゲ
ヴ
遺
跡
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
国
北
部
の
ガ
リ
ラ
ヤ
湖
東

岸
に
位
置
す
る
テ
ル
状
の
遺
跡
で
あ
る
（
1
）
。
こ
れ
ま
で
一
九
六
一
年

に
Ｂ
・
マ
ザ
ー
ル
ら
が
、
一
九
九
〇
年
か
ら
二
〇
〇
四
年
ま
で
日

本
の
複
数
の
大
学
に
よ
る
合
同
調
査
隊
が
発
掘
調
査
を
行
い
、
テ

ル
の
周
囲
を
走
る
ケ
ー
ス
メ
ー
ト
式
市
壁
や
列
柱
式
建
物
な
ど
の

遺
構
が
検
出
さ
れ
て
い
る
（
2
）
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
調
査
で
は
都
市

の
構
造
や
範
囲
は
解
明
さ
れ
て
お
ら
ず
、
宮
殿
や
神
殿
、
市
門
な

ど
遺
跡
の
性
格
を
顕
著
に
示
す
遺
構
も
ま
だ
出
土
し
て
い
な
い
。

ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
調
査
に
よ
っ
て
導
き
出
さ
れ
た
層
位
の
対
応

関
係
は
不
明
瞭
で
あ
り
、
エ
ン
・
ゲ
ヴ
遺
跡
全
体
の
編
年
は
い
ま

だ
確
立
さ
れ
て
い
な
い
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
慶
應
義
塾
大
学
イ
ス
ラ
エ
ル
考
古
学
調

査
団
は
、
各
時
代
の
遺
跡
の
構
造
を
解
明
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
二
〇
〇
九
年
度
か
ら
新
た
に
発
掘
調
査
を
行
な
っ
て
い
る

（Sugim
oto

2010
;

杉
本
・
間
舎

二
〇
一
〇
参
照
）。
調
査
区

は
、
上
の
町
と
下
の
町
の
境
界
に
あ
た
る
と
考
え
ら
れ
る
ス
ロ
ー

プ
上
（
Ｇ
地
区
）
と
テ
ル
上
で
最
も
標
高
の
高
い
地
点
（
Ｈ
地

区
）
の
二
地
区
に
設
定
さ
れ
て
い
る
。
今
年
度
の
調
査
で
は
、
こ

れ
ら
の
調
査
面
積
を
拡
大
し
、
層
位
ご
と
の
遺
構
の
構
造
の
解
明
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を
試
み
た
（
図
１
）。

今
年
度
の
調
査
団
の
構
成
は
、

団
長
・
杉
本
智
俊
（
慶
應
義
塾
大
学
文
学
部
）

ス
ー
パ
ー
ヴ
ァ
イ
ザ
ー
・
高
井
啓
介
（
慶
應
義
塾
大
学
言
語

文
化
研
究
所
）、
藤
山
龍
造
（
慶
應
義
塾
大
学
）、
平
川
敬

治
（
福
岡
市
教
育
委
員
会
）、
イ
ド
・
ヴ
ァ
ク
テ
ル
（
ヘ

ブ
ル
大
学
考
古
学
研
究
所
修
士
課
程
）

レ
ジ
ス
ト
ラ
ー
・
間
舎
裕
生
（
慶
應
義
塾
大
学
文
学
研
究
科

後
期
博
士
課
程
）

遺
構
実
測
・
渡
部
展
也
（
中
部
大
学
）

遺
物
実
測
・
牧
野
久
実
（
鎌
倉
女
子
大
学
）

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
・
岡
田
真
弓
（
慶
應
義
塾
大
学
文
学
研
究
科

後
期
博
士
課
程
）

で
あ
り
、
こ
の
他
に
地
理
班
と
し
て
渡
部
展
也
（
兼
任
）、
文
献

史
学
班
と
し
て
高
井
啓
介
（
兼
任
）、
パ
ブ
リ
ッ
ク
考
古
学
班
と

し
て
岡
田
真
弓
（
兼
任
）
が
そ
れ
ぞ
れ
の
調
査
活
動
を
行
っ
た
。

ま
た
イ
ド
・
ヴ
ァ
ク
テ
ル
は
イ
ス
ラ
エ
ル
側
リ
エ
ゾ
ン
も
行
な
っ

た
。
こ
の
他
に
慶
應
義
塾
大
学
や
中
部
大
学
の
学
生
、
へ
ブ
ル
大

学
関
係
者
が
ヴ
ォ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、
ド
ゥ
ル
ー
ズ
族
の
労
働

者
が
発
掘
作
業
補
助
員
と
し
て
参
加
し
た
。

図 1 2010年度エン・ゲヴ
遺跡発掘調査区
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２
�
Ｇ
地
区

昨
年
度
の
調
査
で
は
、L/M

17

か
ら
厚
さ
約
一
五
〇
セ
ン
チ

の
壁
（W

105
＋W

123

）
が
出
土
し
た
。
三
段
に
組
ま
れ
た
石
の

基
礎
の
上
に
両
側
面
が
漆
喰
で
塗
ら
れ
た
テ
ラ
・
ピ
ゼ
の
上
部
構

造
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。
こ
の
壁
は
東
西
方
向
に
走
っ
て
お
り
、

一
九
九
〇
年
か
ら
二
〇
〇
四
年
の
日
本
隊
の
調
査
に
よ
っ
て
テ
ル

東
端
に
確
認
さ
れ
た
ケ
ー
ス
メ
ー
ト
式
市
壁
と
直
交
す
る
可
能
性

が
考
え
ら
れ
た
。
も
し
そ
う
な
ら
、W

105

＋W
123

の
北
側
ま

た
は
南
側
に
同
様
の
壁
が
平
行
に
存
在
し
た
は
ず
で
あ
る
が
、
昨

年
度
の
調
査
で
は
も
う
一
つ
の
壁
は
確
認
で
き
て
い
な
い
。
こ
の

た
め
、
今
年
度
はL16

に
五
メ
ー
ト
ル
四
方
の
調
査
区
を
設
定

し
、W

105

＋W
123

の
北
側
に
も
う
一
つ
の
壁
が
存
在
す
る
可

能
性
を
確
認
し
た
。
こ
こ
か
ら
壁
が
出
土
す
れ
ば
、
南
北
の
壁
の

間
及
び
外
側
に
は
壁
建
設
時
の
床
面
が
残
っ
て
い
る
こ
と
が
想
定

さ
れ
、
以
前
の
日
本
合
同
調
査
隊
の
調
査
で
解
明
で
き
な
か
っ
た

ケ
ー
ス
メ
ー
ト
式
市
壁
の
建
造
年
代
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
こ
と
も

期
待
さ
れ
た
。

調
査
の
結
果
、L16

南
端
及
びL/M

16

の
間
の
畔
の
地
表
下

約
五
〇
セ
ン
チ
に
お
い
て
、
レ
ン
ガ
質
の
土
が
東
西
方
向
に
一
列

に
続
く
よ
う
な
状
況
が
認
め
ら
れ
た
。
標
高
は
昨
年
のW

105

＋

W
123

と
ほ
ぼ
同
じ
（
マ
イ
ナ
ス
二
〇
〇
・
〇
〇
メ
ー
ト
ル
）
で

あ
っ
た
の
で
、
ケ
ー
ス
メ
ー
ト
式
市
壁
の
北
側
の
壁
で
あ
る
可
能

性
を
考
え
、
こ
の
部
分
（W

165

）
を
残
し
、
北
側
部
分
（L

164

）
を
さ
ら
に
掘
り
下
げ
た
。
踏
み
固
め
ら
れ
た
床
（L169

）

が
出
土
し
た
が
、
標
高
は
マ
イ
ナ
ス
二
〇
〇
・
二
〇
メ
ー
ト
ル
で

あ
り
、
昨
年
度
壁
の
南
側
で
出
土
し
た
床
（L117

＋L122

＋L

152

）
よ
り
も
四
〇
セ
ン
チ
ほ
ど
高
い
の
で
同
一
の
も
の
で
は
な

い
と
考
え
ら
れ
た
。
遺
物
は
非
常
に
少
な
い
も
の
の
、
鉄
器
時
代

終
盤
か
ら
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
時
代
に
当
た
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
た
め
、

L169

を
掘
り
抜
い
て
調
査
を
進
め
た
が
、L117

＋L122

＋L152

と
同
じ
標
高
に
達
し
て
もW

165

に
接
す
る
床
は
確
認
で
き
な
か

っ
た
。
た
だ
標
高
二
〇
〇
・
二
五
メ
ー
ト
ル
の
深
さ
で
崩
れ
た
レ

ン
ガ
が
堆
積
し
た
も
の
（L168

）
が
検
出
さ
れ
た
た
め
、
そ
の

下
場
に
床
が
あ
っ
た
可
能
性
は
あ
る
。

残
し
た
部
分
に
関
し
て
は
、
そ
の
構
造
を
明
ら
か
に
す
る
た
め

にW
165

の
東
側
に
幅
五
〇
セ
ン
チ
の
試
掘
溝
を
設
け
て
調
査
を

行
っ
た
。
壁
の
上
部
構
造
と
思
わ
れ
た
も
の
は
、L168

同
様
、

崩
れ
た
レ
ン
ガ
が
堆
積
し
て
い
た
も
の
で
あ
り
、L16

に
壁
は
存

在
し
な
か
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
畔
に
残
さ
れ
た
断
面
か
ら

判
断
す
る
と
、
こ
れ
ら
の
レ
ン
ガ
はW

105

＋W
123

か
ら
崩
落

二
〇
一
〇
年
度
エ
ン
・
ゲ
ヴ
遺
跡（
イ
ス
ラ
エ
ル
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図 2�a 南側から見たW105及び L16

図 2�b G地区のプラン
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し
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
（
図
２
�ａ
、
ｂ
、
表
１
）。

次
に
焦
点
を
当
て
た
の
は
、L17

とM
17

の
間
の

畔
で
あ
る
。
昨
年
度
の
調
査
で
は
、L17

か
ら
こ
の
畔

に
入
り
込
む
南
北
に
並
ん
だ
切
石
の
列
（W

135

）
が

検
出
さ
れ
て
い
た
。W

135

はW
105

に
直
交
し
て
い

る
た
め
、L17

とM
17

の
間
の
畔
を
検
証
す
る
こ
と

でW
105

とW
135

の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が

で
き
る
と
考
え
ら
れ
た
。

畔
を
掘
り
抜
い
てW

135

ま
で
到
達
し
た
結
果
、
こ

の
切
石
の
列
は
幅
約
四
〇
セ
ン
チ
、
長
さ
約
一
二
〇
セ

ン
チ
の
矩
形
に
整
形
さ
れ
た
石
か
ら
な
る
こ
と
が
判
明

し
た
。W

135

はW
105

の
テ
ラ
・
ピ
ゼ
の
上
部
構
造

の
下
に
入
り
込
ん
で
お
り
、
両
側
に
は
漆
喰
の
床L117

とL122

が
接
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、W

135

はW
105

やL117

やL122

と
同
時
期
も
し
く
は
よ

り
以
前
に
造
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
現
時
点
で
は

こ
れ
ら
が
ど
の
よ
う
な
構
造
の
建
物
で
あ
っ
た
の
か
を

復
元
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

３
�
Ｈ
地
区

昨
年
度
Ｈ
地
区
で
は
、C

9

、C
10

、D
10

の
三
つ
の

表１．G地区の層位概念図

二
〇
一
〇
年
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エ
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ゲ
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遺
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グ
リ
ッ
ド
で
調
査
が
な
さ
れ
、
第
Ⅰ
層
（
初
期
ロ
ー
マ
�
ヘ
レ
ニ

ズ
ム
時
代
）、
第
Ⅱ
層
（
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
�
ペ
ル
シ
ア
時
代
）、
第
Ⅲ

層
（
漆
喰
の
床
、
鉄
器
時
代
Ⅱ
期
）、
第
Ⅳ
層
（
竈
と
矩
形
の
壁
、

鉄
器
時
代
Ⅰ
〜
Ⅱ
Ａ
期
）
の
四
つ
の
層
が
確
認
さ
れ
た
（
表
２
。

昨
年
度
の
報
告
に
関
し
て
は
、
杉
本
・
間
舎

二
〇
一
〇

表
３

参
照
（
3
）
）。
し
か
し
、
第
Ⅲ
層
の
漆
喰
の
床
に
接
す
る
建
物
は
確
認

さ
れ
て
お
ら
ず
、
第
Ⅳ
層
に
達
し
た
の
はD

10

の
東
半
分
の
み

で
、
竈
や
壁
に
接
す
る
床
に
も
到
達
で
き
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ

て
、
今
年
度
は
①
調
査
区
をB

11
、C

11

、E
10

に
拡
大
し
、
漆

喰
の
床
に
接
す
る
建
物
を
確
認
す
る
こ
と
、
②D

10

お
よ
びC

10

を
さ
ら
に
調
査
し
、
第
Ⅳ
層
の
遺
構
の
構
造
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
、
③
す
で
に
マ
ザ
ー
ル
ら
に
よ
っ
て
発
掘
さ
れ
たA

13

を
再

調
査
・
図
化
し
、
テ
ル
の
傾
斜
部
と
こ
れ
ら
の
遺
構
の
関
係
を
解

明
す
る
こ
と
、
の
三
点
を
目
的
と
し
て
同
地
区
の
調
査
を
行
っ
た
。

ａ
�
第
Ⅰ
�
Ⅱ
層

昨
年
度
調
査
を
行
っ
たC

10

、D
10

で
は
、
地
表
か
ら
第
Ⅰ
層

ま
で
約
一
五
セ
ン
チ
現
代
の
攪
乱
が
入
っ
て
い
た
が
、
今
年
度
新

た
に
設
定
し
たC

11

、E
10

で
は
そ
れ
が
さ
ら
に
ひ
ど
く
、
場
所

に
よ
っ
て
は
二
メ
ー
ト
ル
近
い
深
さ
に
ま
で
達
し
て
い
た
。
こ
の

た
め
、
第
Ⅰ
層
と
第
Ⅱ
層
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
（
4
）
。

ｂ
�
第
Ⅲ
ａ
層

Ｈ
地
区
東
側
に
広
が
っ
た
漆
喰
の
床
は
、
昨
年
度
は
層
位
が
不

明
確
で
あ
っ
た
が
、
今
年
度
は
時
代
の
異
な
る
二
つ
の
層
（
第
Ⅲ

ａ
層
、
第
Ⅲ
ｂ
層
）
に
分
け
ら
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

上
層
の
床
はC

11

のL
614

、L
621

、L
622

、E
10

のL
617

に
認
め
ら
れ
た
。C

11

で
検
出
さ
れ
た
床
は
後
代
の
墓
や
掘
り
込

み
に
よ
っ
て
分
断
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
標
高
が
ほ
ぼ
同
じ
で
あ

り
、
元
来
は
一
つ
の
床
と
し
て
グ
リ
ッ
ド
の
全
面
に
広
が
っ
て
い

た
と
考
え
ら
れ
る
。E

10

は
か
な
り
深
い
場
所
ま
で
攪
乱
さ
れ
て

お
り
（
5
）
、
床
（L617

）
は
グ
リ
ッ
ド
の
北
東
端
で
わ
ず
か
に
確
認

で
き
た
の
み
で
あ
る
。
し
か
し
、L617

の
直
下
か
ら
は
一
五
セ

ン
チ
程
の
厚
さ
の
硬
質
の
土
の
層
が
検
出
さ
れ
て
お
り
、
漆
喰
の

床
の
基
礎
と
し
て
人
為
的
に
盛
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ

ら
上
層
の
床
の
標
高
は
い
ず
れ
も
マ
イ
ナ
ス
二
〇
〇
・
二
〇
メ
ー

ト
ル
前
後
で
あ
り
、
昨
年
度C

10

、D
10

で
検
出
さ
れ
た
床L543

、

L547

と
ほ
ぼ
等
し
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
漆
喰
の
床
は
昨
年

度
あ
き
ら
か
に
さ
れ
た
も
の
よ
り
広
範
囲
に
広
が
っ
て
い
た
と
考

え
る
こ
と
が
で
き
る
。

撹
乱
の
影
響
の
少
な
い
昨
年
度
出
土
し
た
土
器
（
6
）
に
よ
る
と
、
こ

の
床
の
年
代
は
鉄
器
時
代
Ⅱ
Ｂ
期
（
紀
元
前
八
世
紀
頃
）
と
考
え

ら
れ
る
。
マ
ザ
ー
ル
の
調
査
で
並
行
す
る
土
器
の
出
土
す
る
層

史
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表
2．

H
地
区

B
11、

C
11、

E
10
の
層
位
概
念
図

二
〇
一
〇
年
度
エ
ン
・
ゲ
ヴ
遺
跡（
イ
ス
ラ
エ
ル
）に
お
け
る
発
掘
調
査

七
七
（
七
七
）



（
第
Ⅱ
層
）
か
ら
は
、
ア
ラ
ム
語
銘
文
の
記
さ
れ
た
土
器
が
出
土

し
て
お
り
、
今
後
当
遺
跡
の
歴
史
復
元
を
考
え
る
上
で
基
礎
と
な

る
で
あ
ろ
う
。

C
11

の
南
東
端
に
は
、L621

と
接
す
る
石
の
壁
（W

612

）
が

出
土
し
て
い
る
。
こ
の
壁
は
北
東
か
ら
南
西
へ
走
っ
て
お
り
、
東

面
と
南
面
の
畔
に
入
り
込
ん
で
い
る
。
厚
さ
は
石
二
列
分
と
小
規

模
で
あ
り
、
漆
喰
の
床
と
は
関
係
が
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
む
し
ろ

後
代
に
掘
り
込
ま
れ
て
造
ら
れ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

ｃ
�
第
Ⅲ
ｂ
層

下
層
の
漆
喰
の
床
は
、E

10

の
西
側L629

で
検
出
さ
れ
た

（
図
３
）
が
、C

11

に
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
床
も
、

上
層
同
様
攪
乱
の
た
め
破
壊
を
受
け
て
い
る
が
、
畔
の
断
面
か
ら

元
来E

10

全
面
に
広
ま
っ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
た
（
7
）
。

C
11

で
は
、
漆
喰
の
床
と
ほ
ぼ
同
じ
レ
ベ
ル
で
東
西
方
向
の
大

き
な
壁
（W

633

）
が
検
出
さ
れ
た
（
図
４
）。
こ
れ
は
約
四
〇
セ

ン
チ
の
大
き
さ
の
石
に
よ
っ
て
造
ら
れ
た
幅
約
一
二
〇
セ
ン
チ
の

大
規
模
な
も
の
で
あ
る
。W

633

と
同
一
と
考
え
ら
れ
る
壁
はC

11

の
西
隣
のB

11

に
も
継
続
し
て
い
た
（
図
５
�ａ
、
ｂ
（
8
）
）。
グ
リ

ッ
ド
北
側
のW

582

が
そ
れ
で
あ
る
。B

11

は
テ
ル
の
西
側
斜
面

に
位
置
し
て
お
り
、
花
壇
用
の
水
道
管
を
設
置
す
る
際
に
上
面
が

破
壊
さ
れ
て
い
る
が
、
壁
の
基
礎
部
は
確
認
で
き
た
。W

582

の

南
側
で
は
、
壁
と
接
す
る
石
敷
き
（L584

＋L585

）
が
検
出
さ

れ
た
。
石
敷
き
を
構
成
す
る
石
の
大
き
さ
は
約
四
〇
セ
ン
チ
で
あ

る
。
西
側
は
部
分
的
に
沈
ん
で
お
り
平
坦
で
な
い
が
、
お
そ
ら
く

基
礎
の
土
が
流
れ
て
し
ま
っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
石

敷
き
の
直
上
に
は
南
北
方
向
の
小
さ
な
壁
（W

573

）
が
あ
り
、

W
582

と
交
差
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
石
敷
き
が
使
用
さ
れ
て
い

た
時
期
は
更
に
二
つ
に
分
け
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
東
西
方
向
の
大
き
な
壁
と
石
敷
き
は
、
一
九
六
一
年
の

Ｂ
・
マ
ザ
ー
ル
ら
の
調
査
に
お
い
て
Ｂ
地
区
第
Ⅲ
＊
層
か
ら
出
土

し
た
「
要
塞
」（M

azar
et

al.1964
:19

）
と
同
様
の
構
造
の
も

の
と
思
わ
れ
る
。
マ
ザ
ー
ル
ら
の
Ｂ
地
区
を
本
調
査
隊
の
調
査
区

に
当
て
は
め
る
とA

13

に
な
り
、
本
年
度
は
こ
の
調
査
区
で
も

清
掃
、
記
録
、
図
化
作
業
を
行
っ
た
（
図
６
（
9
）
）。
両
調
査
で
出
土

し
た
壁
を
比
較
す
る
と
、
こ
れ
ら
東
西
の
壁
は
平
行
に
走
っ
て
お

り
、
石
敷
き
の
標
高
も
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
（
マ
イ
ナ
ス
二
〇
一
・

〇
〇
メ
ー
ト
ル
）。
こ
れ
ら
は
一
つ
の
大
き
な
建
物
を
形
成
し
て

い
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、C

11

西
面
の
畔
の
中
に

は
、
畔
と
並
行
の
南
北
方
向
へ
伸
び
る
壁
（W

638

）
の
存
在
も

確
認
さ
れ
て
い
る
（
図
７
）。
こ
の
壁
はW

633

と
直
交
し
て
お

り
、A

13

で
知
ら
れ
る
二
つ
の
平
行
し
た
壁
（W

639

、W
640 （

10
）
）

史
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図 3 E10 IIIb層の漆喰の床（左側）

図 4 南側から見た C11第 IIIb層
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図 5�a 東側から見た B11

図 5�b 東側から見た C11
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図 6 西側から見た A13

図 7 C11 W633とW638

二
〇
一
〇
年
度
エ
ン
・
ゲ
ヴ
遺
跡（
イ
ス
ラ
エ
ル
）に
お
け
る
発
掘
調
査

八
一
（
八
一
）



と
共
に
並
列
し
た
矩
形
の
部
屋
を
構
成
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ

る
（
図
８
参
照
）。
こ
れ
ら
の
部
屋
の
内
側
は
土
盛
り
の
基
礎
の

上
に
石
敷
き
が
設
置
さ
れ
て
い
た
。

こ
の
構
造
は
、
テ
ル
東
部
で
検
出
さ
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
メ
ー
ト

式
市
壁
と
も
よ
く
似
て
い
る
。
し
か
し
、
も
し
こ
れ
が
市
壁
な
ら
、

ケ
ー
ス
メ
ー
ト
の
長
辺
は
一
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
に
な
り
、
こ
の
よ

う
に
大
き
な
部
屋
が
単
な
る
テ
ル
の
擁
壁
と
し
て
機
能
し
て
い
た

と
考
え
る
に
は
無
理
が
あ
る
。W

638

は
北
側
に
継
続
し
て
い
な

い
よ
う
に
見
え
、
上
質
な
石
敷
き
が
あ
る
こ
と
も
考
慮
す
る
と
、

こ
れ
ら
の
部
屋
は
独
立
し
た
大
型
建
物
の
一
部
で
あ
っ
た
可
能
性

も
あ
る
。

こ
の
建
築
が
使
用
さ
れ
た
年
代
を
正
確
に
判
断
で
き
る
遺
物
は
、

現
代
の
攪
乱
を
受
け
て
い
る
た
め
に
出
土
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、

A
13

の
遺
構
は
マ
ザ
ー
ル
ら
の
第
Ⅲ
＊
層
に
あ
た
る
の
で
、
一
応

前
九
世
紀
の
遺
構
と
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

ｄ
�
第
Ⅳ
層

昨
年
度
の
調
査
で
は
、D

10

の
東
側
部
分
で
、
下
層
の
漆
喰
の

床
よ
り
さ
ら
に
下
層
か
ら
竈
を
伴
う
遺
構
が
検
出
さ
れ
た
。
こ
の

遺
構
は
、
炭
素
一
四
分
析
に
よ
っ
て
前
十
世
紀
前
半
の
年
代
が
与

え
ら
れ
て
お
り
、
聖
書
の
記
述
と
の
関
連
か
ら
ゲ
シ
ュ
ル
人
の
都

図 8 H地区西側の
大型建物
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表 3．H地区 C10、D10の層位概念

二
〇
一
〇
年
度
エ
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・
ゲ
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遺
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イ
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ラ
エ
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）に
お
け
る
発
掘
調
査
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市
の
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

本
年
度
は
、
こ
の
遺
構
の
性
格
を
さ
ら
に
解
明
す
る
た
め
、D

10
お
よ
びC

10

を
掘
り
下
げ
た
。D

10

で
は
、
炭
化
物
を
多
く

含
む
赤
黒
い
土
（L564

）
の
下
か
ら
床
（L580

）
が
検
出
さ
れ

た
。
こ
の
床
に
は
、
昨
年
度
出
土
し
た
竈
（L557

）
の
他
に
形

の
異
な
る
二
つ
の
竈
（L581

、L592

）
が
据
え
ら
れ
て
い
た
。

ま
た
、
床
の
上
か
ら
厚
さ
三
〇
セ
ン
チ
ほ
ど
に
わ
た
っ
て
復
元
可

能
な
土
器
が
大
量
に
原
位
置
で
出
土
し
た
（
図
９
）。L580

か
ら

は
、
こ
の
他
に
滑
石
製
の
大
き
な
印
章
が
一
点
出
土
し
て
い
る
（
11
）
。

設
備
の
規
模
や
遺
物
の
多
様
性
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
昨
年
度
想

定
し
た
と
お
り
、L580

が
一
般
の
住
居
で
は
な
く
、
大
型
建
物

の
一
部
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
竈
や
土
器
、

炭
化
物
な
ど
が
集
中
し
て
出
土
し
た
こ
と
か
ら
、L580

は
調
理

と
関
係
す
る
空
間
の
一
部
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
（
図
１０
�
ａ
、

ｂ
）。昨

年
度
出
土
し
た
竈
を
囲
う
二
つ
の
壁
（W

555

、W
556

）
で

は
下
場
の
標
高
が
異
な
り
懸
案
と
な
っ
て
い
た
が
、
床L580

は

W
556

と
接
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
し
か
し
、W

555

と

W
556

の
関
係
、W

555

とL580

の
関
係
は
依
然
不
明
確
で
あ
る
。

C
10

で
は
、
下
層
の
漆
喰
の
床
の
下
か
ら
矩
形
の
壁
（W

578

、

W
579

）
が
検
出
さ
れ
た
。
こ
の
壁
で
囲
ま
れ
た
部
分
か
ら
も
、

図 9 新たに検出された竈と土器（D11）
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図 10�b D11第Ⅳ層

図 10�a D11第Ⅳ層
（オルソ補正後）

二
〇
一
〇
年
度
エ
ン
・
ゲ
ヴ
遺
跡（
イ
ス
ラ
エ
ル
）に
お
け
る
発
掘
調
査

八
五
（
八
五
）



D
10

同
様
に
炭
化
物
を
含
む
土
（L577

）
が
見
ら
れ
た
が
、
壁

に
接
す
る
床
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
た
だ
、
炭
化

し
た
植
物
遺
体
が
大
量
に
検
出
さ
れ
た
標
高
は
マ
イ
ナ
ス
二
〇

一
・
〇
〇
メ
ー
ト
ル
前
後
に
集
中
し
て
お
り
、
そ
こ
に
床
が
あ
っ

た
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
（
12
）
（
図
１１
�
ａ
）。C

10

北
側
の
壁

（W
578

）
はD

10
東
側
の
壁
（W

556

）
と
ほ
ぼ
同
じ
レ
ベ
ル
で

直
交
し
て
お
り
、
竈
を
伴
う
床
と
と
も
に
一
つ
の
建
物
を
構
成
し

て
い
た
可
能
性
が
高
い
。

C
10

北
西
端
（L590

）
及
びD

10

北
東
端
（L588

）
で
は
、

第
Ⅳ
層
よ
り
も
下
の
状
況
を
確
認
す
る
た
め
、
試
掘
溝
を
設
け
て

掘
り
下
げ
た
。C

10

で
は
標
高
マ
イ
ナ
ス
二
〇
二
・
三
五
メ
ー
ト

ル
、D

10

で
は
標
高
マ
イ
ナ
ス
二
〇
一
・
五
五
メ
ー
ト
ル
ま
で
確

認
し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
第
Ⅳ
層
の
下
で
岩
盤
直
上
の
自
然
堆
積
と

思
わ
れ
る
層
に
到
達
し
た
（
図
１１
�
ｂ
）。
し
た
が
っ
て
、
エ

ン
・
ゲ
ヴ
の
上
の
町
に
は
鉄
器
時
代
Ⅰ
期
以
前
の
居
住
は
存
在
し

な
か
っ
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

４
�
ま
と
め

今
年
度
の
調
査
結
果
を
ま
と
め
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

（
１
）
Ｇ
地
区
のL16

に
壁
は
存
在
し
な
い
こ
と
が
確
認
さ
れ

た
。
し
た
が
っ
て
、W

105

は
ケ
ー
ス
メ
ー
ト
式
市
壁
の

一
部
で
な
い
可
能
性
が
高
く
な
っ
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

そ
の
場
合
、
こ
の
よ
う
に
厚
い
壁
は
何
の
た
め
の
も
の
な

の
か
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
特
に
そ
の
南
側
に
は
切
石

や
漆
喰
の
床
が
あ
り
、
特
異
な
建
物
が
こ
の
地
点
に
存
在

し
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

（
２
）
Ｈ
地
区
北
側
で
は
、
鉄
器
時
代
の
層
か
ら
明
確
に
二
つ
の

時
期
に
分
け
ら
れ
る
漆
喰
の
床
が
確
認
さ
れ
た
。
こ
れ
ら

は
本
遺
跡
の
層
位
を
考
え
る
上
で
重
要
な
指
針
と
な
る
。

（
３
）
テ
ル
の
西
側
斜
面
で
は
、
前
九
世
紀
頃
の
平
行
す
る
東
西

方
向
の
三
本
の
壁
、
南
北
方
向
の
壁
と
そ
の
間
の
石
敷
き

に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
大
型
建
物
が
存
在
す
る
こ
と
が
明

ら
か
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
す
で
に
テ
ル
の
東
側
で
検
出

さ
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
メ
ー
ト
式
市
壁
に
対
応
す
る
も
の
か

も
し
れ
な
い
が
、
も
し
そ
う
な
ら
、
こ
れ
ま
で
イ
ス
ラ
エ

ル
か
ら
発
見
さ
れ
た
こ
と
が
な
い
ほ
ど
大
規
模
な
も
の
だ

っ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
建
物
の
機
能
は
、
さ
ら
に
慎
重

に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

（
４
）

C
10

、D
10

で
は
、
前
十
一
〜
十
世
紀
と
考
え
ら
れ
る
三

基
の
竈
を
伴
う
「
調
理
場
」
ら
し
い
遺
構
が
検
出
さ
れ
た
。

出
土
状
況
は
極
め
て
良
好
で
、
大
量
の
土
器
や
炭
化
物
が

原
位
置
で
検
出
さ
れ
た
。
ゲ
シ
ュ
ル
王
国
の
物
質
文
化
や

史
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図 11�a C10炭化物が検出された地層

図 11�b C10掘り終わりの状況
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こ
の
地
方
の
土
器
年
代
を
考
え
る
上
で
貴
重
な
資
料
と
な

る
と
思
わ
れ
る
。

（
５
）
エ
ン
・
ゲ
ヴ
の
上
の
町
に
は
、
鉄
器
時
代
Ⅰ
期
以
前
の
居

住
は
存
在
し
な
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

以
上
の
成
果
に
基
づ
き
、
来
年
度
は
①
層
位
の
関
係
を
よ
り
正

確
に
把
握
す
る
こ
と
、
②
す
で
に
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
る
第
Ⅲ

ｂ
層
の
大
型
建
物
や
第
Ⅳ
層
の
遺
構
の
全
体
像
を
解
明
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
さ
ら
に
調
査
範
囲
を
広
げ
て
発
掘
を
行
う
予
定

で
あ
る
。
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杉
本
智
俊

二
〇
一
〇
「
古
代
イ
ス
ラ
エ
ル
と
そ
の
近
隣
諸
国
―
二

〇
〇
九
年
度
エ
ン
・
ゲ
ヴ
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
―
」『
第
十
七
回
西

ア
ジ
ア
発
掘
調
査
報
告
会
報
告
集
』
一
〇
一
―
一
〇
六
頁

杉
本
智
俊
・
間
舎
裕
生

二
〇
一
〇
「
二
〇
〇
九
年
度
エ
ン
・
ゲ
ヴ

遺
跡
（
イ
ス
ラ
エ
ル
）
に
お
け
る
発
掘
調
査
」、『
史
学
』
七
九
巻
、

八
七
―
一
一
四
頁
。

月
本
昭
男
他（
編
）
二
〇
〇
九
『
エ
ン
・
ゲ
ヴ
遺
跡
―
―
発
掘
成
果

報
告

一
九
九
八
―
二
〇
〇
四
』
リ
ト
ン
。

註（
１
）
エ
ン
・
ゲ
ヴ
遺
跡
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
杉
本
・
間
舎
（
二
〇

一
〇
）
を
参
照
。

（
２
）
詳
し
い
調
査
結
果
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
報
告
書（M

azar
et

al1964；

月
本
他

二
〇
〇
九；

Sugim
oto

2010；

杉
本
・

間
舎

二
〇
一
〇
）
参
照
。

（
３
）
最
終
的
な
層
位
は
ま
だ
確
定
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
本
報
告
の

層
位
の
名
称
は
あ
く
ま
で
暫
定
的
な
も
の
で
あ
る
。
昨
年
度
第
Ⅲ

ａ
層
と
さ
れ
て
い
た
ピ
ッ
ト
群
は
、
よ
り
正
確
に
は
第
Ⅱ
層
と
す

べ
き
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

（
４
）
昨
年
度
同
様
、
第
Ⅱ
層
で
は
土
層
が
何
重
に
も
重
な
っ
て
い
た
。

し
か
し
、
明
確
な
遺
構
は
な
く
、
ど
の
層
に
も
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
、
ペ

ル
シ
ア
、
鉄
器
時
代
の
土
器
が
混
在
し
て
い
た
の
で
、
こ
れ
以
上

層
位
を
細
分
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
層
は
、
お
そ
ら

く
ペ
ル
シ
ア
時
代
か
ら
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
時
代
ま
で
の
か
な
り
長
い
期

間
の
堆
積
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
５
）
上
層
の
遺
構
の
残
存
状
況
か
ら
、
こ
れ
ら
す
べ
て
が
同
一
の
攪

乱
に
よ
る
破
壊
で
な
い
可
能
性
も
あ
る
。

（
６
）
特
に
広
口
壺
の
並
行
例
に
注
意
さ
れ
た
い
。

（
７
）

L630

の
標
高
が
マ
イ
ナ
ス
二
〇
〇
・
五
〇
メ
ー
ト
ル
で
あ
る

の
に
対
し
てL629

の
標
高
は
マ
イ
ナ
ス
二
〇
〇
・
四
〇
メ
ー
ト

ル
で
あ
り
、
両
者
は
異
な
る
段
階
の
床
で
あ
る
可
能
性
も
完
全
に

排
除
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
本
遺
跡
は
全
体
的
に
ス

ラ
イ
ド
し
て
お
り
、
床
が
水
平
で
な
か
っ
た
り
、
壁
が
大
き
く
歪

史

学

第
八
〇
巻

第
一
号

八
八
（
八
八
）



ん
だ
状
態
で
出
土
す
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
確
認
さ
れ
て
お
り
、
そ

の
た
め
か
も
し
れ
な
い
。
地
震
等
の
影
響
も
考
え
ら
れ
る
。

（
８
）

B
11

で
は
こ
の
直
上
ま
で
攪
乱
の
影
響
を
受
け
て
い
る
。

（
９
）
こ
の
調
査
区
は
マ
ザ
ー
ル
ら
の
調
査
の
後
、
日
本
の
合
同
調
査

隊
も
調
査
を
行
っ
て
い
る
が
、
未
報
告
で
あ
る
た
め
、
再
調
査
を

行
っ
た
。

（
１０
）
マ
ザ
ー
ル
ら
の
調
査
で
出
土
し
た
こ
れ
ら
の
壁
に
は
ロ
ー
カ
ス

番
号
が
付
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
本
調
査
時
に
新
た
に
付
し
た
。

同
様
に
石
敷
き
に
もL641

と
い
う
ロ
ー
カ
ス
番
号
を
付
し
た
。

（
１１
）
こ
の
印
章
に
つ
い
て
は
別
の
形
で
報
告
す
る
こ
と
が
予
定
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
ロ
ー
カ
ス
か
ら
は
、
他
に
も
ビ
ー
ズ
や
金
属
製
品

の
断
片
、
フ
リ
ン
ト
等
が
出
土
し
て
い
る
。

（
１２
）

D
10

「
調
理
場
」（L580

）
の
上
場
の
標
高
が
マ
イ
ナ
ス
二
〇

一
・
〇
三
メ
ー
ト
ル
、
下
場
が
マ
イ
ナ
ス
二
〇
一
・
三
八
メ
ー
ト

ル
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
今
年
度
検
出
さ
れ
た
二
基
の
タ
ブ
ン
の
標

高
も
そ
れ
ぞ
れ
マ
イ
ナ
ス
二
〇
一
・
〇
四
メ
ー
ト
ル
、
マ
イ
ナ
ス

二
〇
一
・
〇
五
メ
ー
ト
ル
な
の
で
、
こ
の
炭
化
物
の
標
高
と
ほ
ぼ

対
応
す
る
。

二
〇
一
〇
年
度
エ
ン
・
ゲ
ヴ
遺
跡（
イ
ス
ラ
エ
ル
）に
お
け
る
発
掘
調
査

八
九
（
八
九
）


